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本 講 座 の 目 的 

 
 光学系の設計は、コンピュータによる自動設計が定着し、初心者でも在来タイプの光学系程度なら何と
か行えますが、その意味を理解し新しい光学応用分野へと発展させていくためには、解の見通しの把握
や合理性の根拠を与える結像理論としての収差論を深く理解している人材を育てることが必須不可欠です。  
 当協会では、その第1ステップとして、別に技術講座「光学系基礎理論-講師荒木先生」を設けています
が、本技術講座は、その第2ステップとして位置付けられるもので、1，2年以上光学設計に携わっている
方々や前記技術講座を経た方々を対象に、収差論の理解を深めることを目的としています。そして、収差論
の意義と役割を実際に体得できるように、演習の時間も設けてあります。 
 また光学系を活用しようとするとき、常につきまとう偏心の問題に適用できる「偏心光学系の3次の収差論」
についても本講座に含めました。なおこの部分については、独立に受講することも可能です。 
 この機会に、ご関係の技術者の方々が、是非本技術講座に参加下さるようお薦め申し上げます。 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

ＪＯ Ｅ Ｍ技 術 講座  
 

 
光学設計における収差論に主眼をおいた中・上級コース 

 

『 収差論 』／『 偏心光学系の３次の収差論 』 
   

講  師：荒 木 敬 介 氏（宇都宮大学客員教授 工学博士） 
 

【収差論】 （「偏心光学系の３次の収差論」を含みます。） 

日  時：２０２４年１０月９日，２３日、１１月６日，２０日、１２月４日 （いずれも水曜日） 計５日間 

各日 １０：００ ～ １７：００ （昼食１時間及び休憩を含みます。） 
※ 新型コロナウイルス感染症の状況によって延期、もしくは中止もあり得ます。 

 
会   場：ハイブリッド形式（対面＋オンライン）での開催となります。 

※ 対面希望者が少ない場合はオンラインに切り替える場合がございます。  

・機械振興会館 別館４階 （一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 研修室） 

・オンライン（Web 会議ツールは Microsoft Teams です。） 
※ 当会における新型コロナウイルス対策及び対応については下記の URL をご覧ください。 

           https://www.joem.or.jp/covid-19.pdf%20.pdf 
 

【偏心光学系の３次の収差論】 ※ 本講座の単独の申込みは可能です。 

日  時：２０２４年１２月１８日（水） １０：３０ ～ １７：００ （昼食１時間及び休憩を含みます。） 
※ 新型コロナウイルス感染症の状況によって延期、もしくは中止もあり得ます。 

 
会   場：上記と同じです。 

 
協賛  日本光学会，日本光学工業協会，光産業技術振興協会  （順不同）   

本 講 座 の 位 置 付 け 

       分 野 

レベル 
光学設計分野 

光エレクトロ        

ニクス分野 
光学加工分野 画像技術分野 

上 級 
 

   

中 級     

初 級     
 
※上記はあくまで受講する際の目安です。  
本講座は「光学系基礎理論」技術講座を受講された方、1，2 年以上光学設計に携わっている方を対象としております。  

 

・ テキスト自体は非常に難解で理解できない項目が多数でしたが、講義の中でそれぞれ何をしたいのかがはっきりしたので、

非常に有意義な講義を受講できたと感じています。 

・ レンズ設計の新たな考え方を勉強させて頂き、大変有意義でした。 

・ 収差係数導出の流れと、多くの活用事例を近軸追跡の基本原理から追うことで収差係数の意味と活用法の理解を深めるこ

とができました。基本原理から学習できたことによって、収差係数・偏心収差係数の考え方を応用した新たな設計用関数の

開発など更なる応用への手がかりをつかむことができ非常に有意義な時間を過ごすことができました。 

前 回 受 講 し た 方 の 感 想 !! 

ＪＯＥＭ技術講座開催案内 「人材開発支援助成金」対象講座 



『 収  差  論 』 講義内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 偏心光学系の３次の収差論 』講義内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「収差論」及び「偏心光学系の３次の収差論」では演習を行いますので、受講される方は 

関数つき電卓をご準備下さい。 

 

１ ． 序  論  

1.1 収差論の効用 

1.2 収差論の基礎としての近軸理論 

1.3 近軸理論の活用 
 

２ ． 収 差 論 の 導 出  

2.1 Hamilton の特性関数 

2.2 Herzberger 理論の概要 
 

３ ． 実 用 的 な 収 差 論 と そ の 公 式  

3.1 Herzberger の収差論とその公式 

3.2 収差係数の正規化 

3.3 収差係数の計算と活用の実際 

(1) 収差係数の正規化 

(2) 収差係数と実際の収差との対応 

(3) 収差係数の変換公式とその応用 

3.4 薄肉系の収差係数 

3.5 固有係数と特性行列 
 

４ ． 収 差 論 応 用 の ケ ー ス ス タ デ ィ  

(1) 望遠レンズの形状決定 

(2) トリプレットの形状決定 

(3) カタディオプトリック系の設計検討 
 

収差論の公式を実際の設計に自由に使いこなす上で重要な、公式の意味とその応用方法に重点を

おいて講義を行います。 

１ ． 序  論  
 

２ ． 偏 心 光 学 系 の ３ 次 の 収 差 展 開 式  
 

３ ． 任 意 の エ レ メ ン ト の 平 行 移 動 に よ っ て 発 生 す る 収 差 項  
 

４ ． 任 意 の エ レ メ ン ト の 傾 き に よ っ て 発 生 す る 収 差 項  
 

５ ． 応 用 例  

5.1 ＪＮＬＴとその光学系 

5.2 偏心収差係数の計算 

5.3 偏心許容量の算出 

5.4 スポットダイヤグラムによる結果の確認 
 

６ ． 理 論 式 の 導 出  

6.1 回転対称な光学系の３次の収差展開式 

6.2 基準軸に垂直な方向へのエレメントの平行移動 

6.3 基準軸に対するエレメントの傾き 
 

この講座は、上記の「収差論」技術講座を既に受講された方、もしくは同等の知識・経験を 

お持ちの方を対象とした１日コースです。 



参 加 要 領 
 
当協会のホームページ（https://www.joem.or.jp/moushikomi.htm）から対面かオンラインかを  
選択して、お申し込み下さい。 
 
※申込受付後、原則申込責任者様宛に受講票とご請求書をご送付しておりますが、受講者様宛に 

送付することも可能ですので、受講者様宛を希望される方は「申し込みフォームの通信欄」に  
その旨を明記してください。（申込責任者様が受講者様と同一の場合には不要です。） 

 
※テキストは原則ご勤務先へ送付しておりますが、在宅勤務のため職場ではなく、ご自宅への送付

を希望される方は、「申し込みフォームの通信欄」にご送付先住所をご記入下さい。 
 
【参 加 費】 １名につき（テキスト代を含みます） 

講 座 名 区   分 税 抜 き 消 費 税 税 込 み 

収 差 論 
（「偏心光学系の 
３次の収差論」 
を含みます。） 

正 会 員 100,000 円 10,000 円 110,000 円 
賛 助 会 員 125,000 円 12,500 円 137,500 円 

協   賛 170,000 円 17,000 円 187,000 円 
一   般 200,000 円 20,000 円 220,000 円 

 
偏心光学系の 
３次の収差論 

正 会 員  16,000 円 1,600 円  17,600 円 
賛 助 会 員  20,000 円 2,000 円  22,000 円 
協   賛  27,200 円 2,720 円  29,920 円 
一   般  32,000 円 3,200 円  35,200 円 

 
※当協会の会員外でも、協賛されている団体に所属されている方は、その旨を申込用紙にご記入 

ください。参加費が協賛の金額となります。 
 
※参加費の払い戻しは致し兼ねます。お申込みされた方のご都合が悪くなった場合は、代理の方が

ご出席下さいます様お願いします。 
 
※当協会に入会されますと本技術講座をはじめ、その他の諸事業への参加費が割安になりますので、

この機会に入会をお勧めします。入会ご希望の方は、当協会へお問い合わせください。 
 
【定  員】 ２５名（うち対面は、先着順で１０名となります） 
       ※対面かオンラインかは申込時に選択してください。 
 
【申込期限】 ≪収差論≫ ２０２４年９月３０日（月）まで 
       ≪偏心光学系の 3次の収差論≫ ２０２４年１２月９日（月）まで 
        ※定員になり次第、申込期限前でも締め切らせていただきます。 
 
【申 込 先】 一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 

  〒105-0011 東京都港区芝公園３丁目５番２２号  機械振興会館 別館４階 
  TEL：03-3435-9321  FAX：03-3435-9567  E-mail：info@joem.or.jp 

 
【参加費振込先】  口 座 名：一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 

       取引銀行：みずほ銀行 神谷町支店 普通預金 2187994 

※ 受講料のお支払いはお申し込みされた翌日から受講後一ヶ月以内にお手続きしていた  

だきたくお願い申し上げます。 
 
【会  場】 機械振興会館 別館４階（一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 研修室） 
       https://www.joem.or.jp/access.htm 
              （所在地）東京都港区芝公園３丁目５番２２号 
       （交 通）・ 東京メトロ 日比谷線 神谷町駅 下車  徒歩  ８分 

・ 都営地下鉄 三 田 線 御成門駅 下車  徒歩１０分 
・ 都営地下鉄 大江戸線 赤羽橋駅 下車  徒歩１０分 
・ 都営地下鉄 浅 草 線 大 門 駅 下車  徒歩１５分 
・ ＪＲ；山手･京浜東北線 浜松町駅 下車 徒歩１７分 

 
【連 絡 先】  一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 事務局  

TEL：03-3435-9321  FAX：03-3435-9567  E-mail：info@joem.or.jp 
 
 
人材開発支援助成金について 
 事業主が、雇用保険の被保険者である従業員に対して、職業生活設計に即した自発的な職業能力の開発
及び向上を目的として、計画に基づいた教育訓練などを行った場合、それにかかった費用の一部が助成さ
れる制度です。本技術講座も事業主が一定の条件を満たしていれば、この制度のうち「訓練給付金」の   
受給の対象となります。 
詳しくは、https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html 

をご覧下さい。 
   


